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○ はじめに

群馬県は、県土の３分の２を森林が占めています。

豊かな水を育み、また災害を防止するなど、私たちの暮らしを支え、

多くの恵みをもたらす森林は、県民共有の財産です。

県では、この大切な森林を守り、育て、次世代に引き継いでいくため、

県民税均等割の超過課税として「ぐんま緑の県民税」を

平成２６年４月から導入し、様々な施策に取り組んでいます。

○ 目指すべき目標

木材価格の低迷や山村地域の過疎化・高齢化などにより放置され、荒廃が進む森
林の整備を進めるため、また、森林を取り巻く新たな課題に対応するため、次の目
標に向けて施策を進めます。

豊かな水を育み、災害に強い森林づくり

里山・平地林等の森林環境を改善し、
安心・安全な生活環境を創造●

●

○ 期間

●事業期間 ５年間（平成２６年度から平成３０年度）
●課税期間 ５年間（個人平成２６年度課税（平成２５年所得分から））

（法人平成２６年４月１日以降に終了する事業年度分から）
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※１森林環境税制に関する有識者会議

平成２６年度ぐんま緑の県民基金事業 総括

ぐんま緑の県民基金評価検証委員会では、税の使途の透明性・公平
性を確保するため、事業内容の検討、実績評価・効果検証を行うた
めに設置され、これまで３回の委員会を開催し、平成２６年度のぐ
んま緑の県民基金事業の執行状況や効果について検証・評価を行っ
てきました。

□ 森林県である群馬県に、県民参加型のぐんま緑の県民税が導入され
たことは、高く評価される。
初年度は、市町村、県民への周知機会と時間が限られたことから、浸透
度が低かったことは否めないが、多くの県民の皆様に、この事業を通じて、
森林、里山の現状、県土保全の重要性がこれまでに増して認識いただけ
るようになったものと捉えられ、導入の意義は十分に評価できる。

□ しかしながら、準備期間が短かったこともあり、山林所有者や地元との
調整が難航したことから、今後は関係各所の協力を得て、よりスムーズに
事業が進められるような工夫が必要であろう。

□ また、整備希望地域の高齢化問題など、制度設計時には想定してい
なかった新たな検討事項も出てきた。
税事業を導入するにあたり設立された有識者会議※１では、一定の想定
のもとに事業内容が決定され、基金の使途も決定されているが、県民ニー
ズに対応するためには、基金使用の透明化を担保しつつ、柔軟な対応も
求められる。

平成２７年１２月

ぐんま緑の県民基金評価検証委員会

□ 評価検証委員会の総括意見
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※端数処理のため合計値は合致しません。

財 源

【収入】基金（税収、寄附金、運用益） ６２１，７５５千円

使い道
【支出】ぐんま緑の県民基金事業 １９４，７０６千円
※繰越として実施する事業 ３１０，４６５千円

Ⅰ 水源地域等の森林整備 【林政課】

Ⅱ 森林ボランティア活動・森林環境教育の推進 【緑化推進課】

Ⅲ 市町村提案型事業 【林政課】

Ⅳ 制度運営（普及啓発、評価検証、導入経費）
【林政課・林業試

験場・税務課】

７８，０８１千円

４，６１１千円

７４，７０６千円

３７，３０８千円

Ⅰ 水源地域等の森林整備
４０．０％

平成２６年度
総事業費
194,706千円

Ⅱ 森林ボランティア活動・
森林環境教育の推進

２．４％

平成２６年度ぐんま緑の県民基金事業の実施概要

Ⅳ 制度運営
１９．２％

Ⅲ 市町村提案型
３８．４％

（内訳） ・税収６２１，４４５千円 ・寄附金２９９千円 ・運用益１２千円

平成２６年度総事業費に占める
各事業の割合
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Ⅰ 水源地域等の森林整備

● 条件不利地森林整備
地理的、地形的な条件により林業経営が成り立たず放置されている条件不利な森林を対象として、

間伐などの森林整備を実施します。

● 水源林機能増進
市町村が管理する簡易水道等の上流部の森林であって、水源涵養機能等の低下が懸念される森

林を対象として、間伐などの森林整備を実施し、水源環境機能の増進を図ります。

● 松くい虫被害地の再生
松くい虫被害木が放置され、笹や竹が繁茂した森林を対象として、コナラやスギなどを植栽し、新たな森林へ
再生を図ります。

１ 概要

《林政課》

２ 事業の流れ

事業区域の検討や森林所有者の調査を
実施し、判明した森林所有者に対して、
事業説明や実施に関する承諾を得ます。

①区域調査委託

森林所有者から承諾を得た森林を対象

に、事業の実施区域の測量や標準地調

査を実施します。

３ 整備イメージ

調査結果を基に間伐等の森林整備を実
施します。

・手入れがされず、公益的機能が低下した森林

・林内は暗く、下層植生が乏しい

・下層植生が回復し、公益的機能の高い森林へ移行

間伐などの森林整備の実施

現状

将来

②実施計画調査委託

③森林整備の実施

・間伐の実施により、林床に光りをあてて、下草など
の下層植生を回復させる
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【平成２６年度の実績】 ７８，０８１千円

○条件不利地

森林整備
・区域調査

委 託： ９７７ｈａ

（繰 越 ： ２６６ｈａ）

・実施計画

調査委託： ２５４ｈａ

（繰 越 ： １８８ｈａ）

・森林整備

実施面積： ０ｈａ

（繰 越 ： ２９６ｈａ）

４ 実施状況

事業（調査）対象地

事業（調査）対象地
みどり市（ヒノキ）

事業（調査）対象地
下仁田町（スギ）

事業（調査）対象地
沼田市（ヒノキ）

過密状態で、林床に下草が乏しく、水源涵養
機能が低下している森林

林業経営がなされず長年放置され、公益的
機能が低下している森林

○水源林

機能増進
・区域調査

委 託： ４１０ｈａ

・実施計画

調査委託： ８０ｈａ

（繰 越 ： ５１ｈａ）

・森林整備

実施面積： ０ｈａ

（繰 越 ： ９３ｈａ）

○松くい虫

被害地の再生
・区域調査

委 託： １７４ｈａ

・実施計画

調査委託： ３２ｈａ

（繰 越 ： ５ｈａ）

・森林整備

実施面積： ０ｈａ

（繰 越 ： １２ｈａ）

・ 平成２６年度は上記のとおり森林整備の実施に必要となる事前の調査を実施しました。（調査の
詳細については、Ⅵ資料集－水源地域等の森林整備事業【年度内完了一覧】を参照）

・ また、調査結果を基に約４００haの間伐等の森林整備の発注し、繰越事業として実施していま
す。（繰越事業２２０，７９０千円）
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５ 成 果

・ これまで、林業経営がなされず放置されていた奥山などの森林について、約１，５６０ｈａの調査
が実施され、森林所有者の特定や森林整備に対する意向が判明しました。

・ また、その結果、約３６６ｈａ相当の森林所有者と水源地域等の森林整備に必要となる協定が

締結され、間伐等の森林整備の実施に必要となる立木調査や間伐実施エリアの測量などの基礎

的な情報の収集及び整備が行われました。

着工前

着工前

着工前 完 成

完 成

完 成

・平成２６年度繰越事業の進捗状況
（Ⅵ資料集－水源地域等の森林整備事業【繰越事業一覧】を参照）

条件不利地等の森林整備事業 みどり市地内

条件不利地等の森林整備事業 東吾妻町地内

水源林機能増進事業 中之条町地内
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６ 課題・方向性

７ 実施状況の評価（評価者：県）

・ 区域調査の実施に伴い、主に相続による林業離れや不在村森林所有者の増加により、森林所

有者の特定が困難な森林が判明し、これらの調査においては多くの時間と労力が必要となり、森

林整備の計画的な実施の障害となりました。

・ また、森林所有者の特定に至った場合においても、森林整備の承諾に必要となる、現地の状況

確認や境界、間伐の実施エリアの確定について、多くの時間が必要となり森林整備の発注の遅れ

に繋がりました。

・ 今年度実施した調査については、結果の整理・分析を実施し、不承諾となった森林について新

たな対応方法の検討を実施します。

・ 森林所有者の情報については、市町村の協力が必要不可欠であるため、各市町村の定める

個人情報保護条例等に則り、適切な協力体制を確立し森林所有者の特定作業を円滑に進めると

ともに、条件不利地等の森林整備の計画的な実施に努めます。

・ 今後、より多くの県民に対し、制度周知を実施するため、地域のニーズや規模に応じた、説明

会・座談会の開催や水源地域等の森林整備事業を活用した間伐等の整備の実績について、市町

村広報や各種広告媒体を活用し、幅広くＰＲし、森林所有者の理解を高めていきます。

・ 繰越を実施した森林整備については、次年度の森林整備の執行に影響を及ぼさないよう、請

負事業体の執行状況を適正に管理し、早期の完成に努めます。

・ 森林所有者の特定等が難航し、平成２６年度の整備目標面積４２０ｈａ（実績は０ｈａ）の年度内

完了は困難となりました。
（※平成２６年度については約４００ｈａの森林整備を発注し、繰越事業として実施）

・ 平成２７年度に向けては、繰越事業を早期に完了させるともに、平成２６年度に実施した森林所
有者への調査状況を分析し、新たに事業実施箇所の確実な確保に向けた取組を推進し、計画的
な森林整備の実施体制を確立します。
（※平成２７年度の森林整備計画については、平成２７年度の目標面積等を参照）
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・　平成２７年度　水源地域等の森林整備事業　目標面積等について

※端数処理のため合計値は一致しません

区域調査

全体
（５カ年）
計画（ha）

繰越計画 実績

平成２６年度 平成２７年度

当初

（ha）

－ 970 977 266 1,800

（ha） （ha）

1,000

7003,500 360 0 296

－ 970 254 188

200

実施計画調査 － 150 80 51 200

区域調査 － 150 410 －

165

松くい虫
被害地の再生

区域調査 － 50 174 － 45

実施計画調査

水源林
機能増進

森林整備 500 50 0

45

森林整備 200 10 0 12 20

合計

区域調査 － 1,170 1,560

森林整備 4,200 420 0

266 2,045

実施計画調査 － 1,245

400 885

事業名 区分

1,170 366 244

－ 50 32 5

93

実施計画調査

森林整備

条件不利地
森林整備

（ha）

８ 平成２７年度の目標面積等

９ 評価検証委員会の意見

・ 平成２７年度については、繰越事業分の約４００ｈａの森林整備を早期に完成させるとと

もに、全体計画を見据えた上で、新たに８８５ｈａの森林整備面積を目標に、水源かん養機

能などの公益的機能を高めるための森林づくりに取り組みます。

・ 林業不況に伴って人工林の荒廃が進んでいることから、この事業は重点的に取り組まれる

べき事業である。

・ しかし、実際に事業を開始して、山林所有者の確認や境界の明確化、承諾に予想以上の時

間と労力がかかっている。

・ 今後は、山林所有者への確認等について、森林組合だけでなく、市町村の担当部署にも協

力を求めて、事業の推進を図ることが必要である。
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